
　
３
月
27
日（
日
）
、
西
行
法
師
ゆ

か
り
の
地
「
鴫
立
庵
」
で
、
第
48
回

大
磯
西
行
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
の
式
典
で
は
、
献
詠
俳
句
・

短
歌
の
入
選
者
の
表
彰
を
、
ま
た
午

後
か
ら
は
俳
句
大
会
・
短
歌
大
会
を

行
い
ま
し
た
。
各
表
彰
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
・
学
年
は

表
彰
時
の
も
の
で
す
）

　
◎
献
詠
俳
句
（
一
般
の
部
）

第
一
位
　
平
塚
市
　
　
浅
沼
　
政
志

第
二
位
　
大
磯
町
　
　
廣
田
　
玲
子

第
三
位
　
茅
ヶ
崎
市
　
廣
谷
　
志
朗

第
四
位
　
横
浜
市
　
　
小
野
　
弘
雅

第
五
位
　
南
足
柄
市
　
渡
辺
　
梅
子

第
六
位
　
千
葉
市
　
　
森
本
　
和
子

　
◎
献
詠
短
歌
（
一
般
の
部
）

第
一
位
　
足
立
区
　
　
大
田
英
美
子

第
二
位
　
平
塚
市
　
　
安
冨
　
敏
子

第
三
位
　
平
塚
市
　
　
川
上
　
辰
江

第
四
位
　
大
磯
町
　
　
山
本
　
淑
子

第
五
位
　
大
磯
町
　
　
飯
田
　
ミ
ヨ

第
六
位
　
平
塚
市
　
　
三
井
せ
つ
子

　
◎
献
詠
俳
句
（
小
学
生
の
部
）

第
一
位
　
国
府
小
六
年
　
篠
原
萌
子

第
二
位
　
大
磯
小
六
年
　
二
宮
大
貴

第
三
位
　
国
府
小
六
年
　
菊
田
祐
介

第
四
位
　
国
府
小
六
年
　
大
野
貴
裕

第
五
位
　
国
府
小
六
年
　
宮
川
友
彦

第
六
位
　
大
磯
小
六
年
　
藤
江
葉
月

　
◎
献
詠
俳
句
（
中
学
生
の
部
）

第
一
位
　

国
府
中
三
年
　

大
野
浩
太
郎

第
二
位
　

大
磯
中
三
年
　

宮
代
紗
穂
理

第
三
位
　

国
府
中
二
年
　

山
口
　
里
美

第
四
位
　

国
府
中
二
年
　

山
　
さ
く
ら

第
五
位
　

国
府
中
三
年
　

古
正
　
和
也

第
六
位
　

大
磯
中
三
年
　

佐
藤
　
友
裕

　
◎
献
詠
短
歌（
小
・
中
学
生
の
部
）

第
一
位
　

大
磯
中
一
年
　

仲
出
川
勇
貴

第
二
位
　

国
府
中
二
年
　

山
　
さ
く
ら

第
三
位
　

大
磯
中
一
年
　

荒
井
　
孝
太

第
四
位
　

大
磯
中
一
年
　

柳
沢
　
一
磨

第
五
位
　

大
磯
中
二
年
　

窪
田
友
香
子

第
六
位
　

大
磯
中
一
年
　

宇
野
　
香
里

　
◎
俳
句
大
会

第
一
位
　
山
下
　
道
子

第
二
位
　
柴
田
　
雅
子

第
三
位
　
今
村
　
妙
子

　
◎
短
歌
大
会

第
一
位
　
須
藤
　
ト
キ
子

第
二
位
　
山
本
　
和

第
三
位
　
飯
田
　
ミ
ヨ

　
な
お
当
日
は
、
西
行
祭
開
催

に
先
駆
け
、
第
二
十
一
世
鴫
立

庵
主
草
間
時
彦
氏
の
句
碑
除
幕

式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

 

◎
問
い
合
わ
せ

　
経
済
観
光
課
　
　
内
線
２
６
４

　
町
観
光
協
会
で
は
、
江
戸
・
明
治

期
の
大
磯
が
描
か
れ
て
い
る
浮
世
絵

を
、
絵
は
が
き
に
し
ま
し
た
。

　
絵
は
が
き
は
、
広
重
の
東
海
道
五

十
三
次
大
磯
宿
（
虎
ヶ
雨
）
と
海
水

浴
場
発
祥
の
大
磯
海
水
浴
浜
辺
景
（
海

水
浴
）
を
タ
イ
ト
ル
に
し
た
５
枚
を

セ
ッ
ト
に
し
た
２
組
で
、
そ
れ
ぞ
れ

１
， 

０
０
０
セ
ッ
ト
作
成
し
ま
し
た
。

▼
販
売
価
格
　
１
セ
ッ
ト
300
円

▼
販
売
場
所
　
駅
前
観
光
案
内
所

◎
問
い
合
わ
せ

　
大
磯
町
観
光
協
会

　
　（
61
）３
３
０
０
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▲左から三澤町長、鍵和田22世
　鴫立庵主、草間文彦氏


